
4年 1191

第4号様式 (第 13条 )

函館市 IT。 ロボント等活用生産性向上補助金等実績報告書

令和 4年 (2022年 )1月 31日
函 館 市 長  様

申請者

令和 3年 (2021年)10月 27日付け函経工をもつて補助金等の交付決定を受
けた下記の補助対象事業は、令和4年 (2022年)1月 15日 に完了したので、関
係書類を添えて報告します。

記

1 補助対象事業の種類 (該当する番号を○で囲むこと。)
(①)専 F日家派遣型 IT・ ロボット等設備導入支援事業
(2)IT。 ロボット等活用共同研究支援事業

2 補助対象事業の名称 プ ン ― の の

3 補助金等交付決定通知額  金 735,000円

4 補助金振込先 (申請者の口座)

住所

氏名または団体名

および代表者氏名

函館市石川町 183-1
株式会社函館風月堂

代表取締役 小川一彦

銀行名 支店名 口座の種類 口座番号

感

口座名義

(カナ)

豊

5 実績書 別紙のとお り



事業の名称 食品プリンターの導入による生産性の向上事業

実施内容

。フードプリンターMMP―F13を導入することで、今
まで専属の職人が描いていたものを、代替するこ

とができるようになる。
3専属の職人の労働時FH可短縮による負担軽減がされ

る。

。今までは専属の職人が 2～3時間かけて描いていた
ため、他の作業にも時間が取れるようになる。
・1つの絵を描く時間が短縮されるため、バースデ
ーケーキ等の受注増加が見込まれる。
・多数のオーダーを取ることができるようになり、

積極的に販促活動ができる。

・クッキ~やマカロン等にもプリントができるため
新商品を多数開発できる。

・焼き菓子類のオジジナル商品を多数生産できる

今後の展開について

・季節商品の開発に注力できる。

・フードプリンターを用いて、新商品開発やオリジ

ナルの製品を前面に打ち出して、販促活動など、

新たな顧客獲得に向けて注力したい。

研究者の協力内容

(共同研究支援事業の場合)

別紙

実 績 書

(B  l.実績書の内容について、詳細に記載すること。 傷J紙も可)
2.導入した商品の写真および概要のわかる資料ならびにその他必要と認めた書類を添
付すること。



第 5号様式 (第 13条 )

収支決算書

収入の部

支出の部

収支差引額

(単位 :円 )

(単位 :円 )

円0

項  目
本年度予算額

|

うち補助

本年度決算額

|

うち補助

増減

1鼻輿璽塾
内  訳

自己資金 787,000 787,00o 735,000 735,000 △  52,00o △ 52,000

函館市補助金 735,000 735,000 735,000 735,000 0 0

合 計 1,522,000 1,522,000 1,470,Ooo 1,470,000 △ 52,000 △  52,000

項  目
本年度予算額

1鼻ゑ藝整

本年度決算額

1鼻ゑ誓整

増減

1鼻ゑ藝整
内  訳

フー ドプリンター 1,522,000 1,470,000 1,470,000 1,470,00o △ 52,00o 0

フー ドプリンター
1,320,00o円

納品,設置
150,000円

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

合 計 1,522,000 1,470,000 1,470,00o 1,470,000 △  52,000 0

(注)1 金額については,すべて消費税および地方消費税相当額を除いた額で記載すること。


